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1.は じ め に ナポ レオンの影

今 日は,時 代 を作 る力 といた しま して,女 性 の 問題 をお話 し したい と考 えて お り

ます 。私 は,専 門が近 代 フ ランス政治 史 で して,本 来,女 性論 で はご ざい ませ ん。

た だ,ナ ポ レオ ン研 究等 々 をす るなか で,女 性 のパ ワーに はいろい ろ と感 じさせ て

い ただい てお りますの で,そ の観点 か らお話 した い と思 い ます。

ナポ レオ ン とい う人 は希 代 の英雄 といわれ てお ります。 フラ ンス革命 後 の混乱 し

た社 会 を立 て直 し,自 由,平 等,友 愛 とい う理念 を社 会 に定着 させ ました。 フラ ン

スの政 治組織 を組 み替 え,ヨ ー ロ ッパ を支配 し,新 しい時代 ,新 しい世 紀 を築 いて

い ったのが英雄 ナポ レオ ンです 。

ところが,ナ ポ レオ ンとい う人 を よ く観 察 してみ る と,そ の背 後 には常 に女性 の

影 がつ きま とってい る。これは変 な意味 でい うわ けで はあ りませ ん。ナ ポ レオ ンは,

大 変 なお母 さん子 なんで す。 レテ ィチ ア とい うお母 さんの影響 を強 く受 けて育 って

お ります 。お父 さんが若 くして亡 くな って しまい ます ので,お 母 さんに育 て られ る

のです。 このお母 さんが大 変 に厳 格 で,躾 が厳 しい。 と同時 に,子 どもた ちに対 し

て はものす ごい愛 情 を降 り注 ぐのです 。子 ど もか ら青 年時代 にか けて のナポ レオ ン

は,お 母 さん子 そ の もの なの です。

やが てナ ポ レオ ンが,み す ぼ ら しい,う だつ のあが らない,一 介 の青 年軍 人か ら,

み るみ る うちに頭 角 をあ らわす。 ク0・ デ ター を起 こ し,大 統 領 に な り,皇 帝 にな

る。 そ して フラ ンス,ヨ ー ロ ッパ を支配 す る。 ナポ レオ ンが どん どん力 を発揮 し,

皇帝 に まで上 り詰 め,い わゆ る権力 の絶 頂期 を迎 え る,そ の過 程 にあ っては,実 は

奥 さんで あ るジ ョゼ フ ィー ヌの存在 が あ るの です。彼 女 と結 婚 して か ら,ナ ポ レオ

ンの人生 は凄 い勢 いで 開 けてい くのです 。ところが子 どもが で きない とい う理 由で
,

ナ ポ レオ ンが ジ ョゼ フ ィー ヌ を離 婚 します 。 そ して,オ ース トリアの后 妃,マ リ

ア ・ルイー ズ と結婚 す る。す る と,そ の あた りか らナポ レオ ンの運命 は凋落 が始 ま

るのです 。 どん どん落 ち込 んでい って,戦 争 に も負 け,エ ルバ 島に流 され,ま た再

起 を図 って ヨー ロ ッパ を相 手 に戦 うのです が,そ れ に も負 けて最後 はセ ン ト ・ヘ レ

ナ島 に流 され て,そ こで6年 間の生活 をお くって亡 くなって い くのです。

す な わちナ ポ レオ ンの生 涯 は,少 年期 ・青 年期 に は母 親 に育 まれ,自 分 が力 を大
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き く伸 ば してい くときには妻 ジ ョゼ フィーヌの存在 が あ り,ジ ョゼ フ ィー ヌ と別 れ

てか らは,自 分 の命 運が尽 きる とい うか,ど ん どん人生 が転 落 してい く。そ して最

後 は また,母 親の経 済的支援 を受 ける こ とによって,な ん とか立 ち直 りを図ろ う と

す る。 ナポ レオ ンの生涯 に は,こ の ように,最 初 は母 レテ ィチ アが,次 には妻 ジ ョ

ゼ フィーヌが,そ して晩 年 には母 レテ ィチ アが つ きまとってい たわ けです。 ナ ポ レ

オ ンには英雄 とい うイメー ジが あ りなが らも,そ の裏 に は母 親,妻 とい う存在 が感

じられ て な らない気 が します。

ナ ポ レオ ンは,約200年 前,フ ラ ンスに革 命が 起 こった 中か ら台頭 して まい りま

す。 それ までの フ ラ ンス は,王 政 とい う国王 を中心 と した体 制,社 会 の仕組 み で し

た。身 分 も生 まれ なが らに して決 まって いた の です。 自由 もな く,平 等 で もな く,

互い の人 間 と しての友愛 感 に も欠如 してい る。 そ うい う状態 が長 く続 いて お りま し

た。 そ う した フラ ンス の在 り方 に対 して,1789年 に革命が起 こ ります 。革命 は,絶

対 王政 とい う政治体 制 を根 本 的 に覆 して しまい ます 。そ して,新 しい国家 を作 ろ う

とす るの です。 その国家 の基本 理念 にな ったのが,自 由,平 等,友 愛 とい う理念 で

した。

と ころが フラ ンス革命 は,理 想 的 な革命 だった んですが,実 は物事 はそん なに簡

単 にはい きませ ん。 いろ いろあ りなが らも,国 王 に よって,そ れ までの社 会 は支 え

られ てい たわ けです。 それ をい きな り,国 王 を捕 らえ,そ して断頭 台の露 と消 して

しま う。王 政 をな くして しまうわけで すか ら,そ の後 の フラ ンス の社 会 は,大 変 に

混乱 す るわけ です 。約10年 間混沌 とした状態 が続 きます 。す る と,そ の 中か ら軍部

が力 を持 って きま して,そ こにいた ナポ レオ ンが力 を発揮 して くるのです 。革命 後

の混乱 した社 会 をナポ レオ ンが平 定す るの です。彼 は,自 由,平 等,友 愛 の理念 に

基づ い て新 しい フラ ンス の社 会 を,い わ ゆる近代 国家 とい うものを作 る こ とに着手

す るの です。 ナポ レオ ンは,現 代 で い う大統 領,第 一・執 政 とい う地位 に就 き,さ ら

には皇帝 にな ります。 そ して彼 は,フ ラ ンス革命 の理念 を継 承 した新 しい社会 の建

設 に成功 す るのです 。

しか も彼 の凄 い ところは,フ ラ ンス国 内だ けで はな く,自 由,平 等,友 愛 の理念

を,当 時 の ヨー ロ ッパ の国 々に教 えて いった のです 。 ヨー ロ ッパ の古 い社会 の仕組

みそ の もの を も,ナ ポ レオ ンは変 え よ うと しま した。彼 の この業 績 は,大 変 な もの

であ る と思 い ます 。民 法典 を定 め,政 教 分離 原則 を確 立 し,経 済 を繁 栄 させ ま した。

欧州 の統一 もはか ろ うと したのです 。

ち なみ に ナ ポ レオ ンが クー ・デ ター に よっ て第 一統 領 とい う役職 に就 い たの は

1799年 で す。 そ して彼 が戦争 に敗 れ てエ ルバ 島か らセ ン ト ・ヘ レナ島 に流 されたの

が1814年 か ら1815年 です。 そ う考 えてみ ます と,ナ ポ レオ ンが実 際 に統 治 を して い

た期 間は,わ ず か15年 です 。 この15年 の 問に,彼 は200年 後 の今 日まで残 る偉業 を

な しとげた のです。 ここか ら大 きな仕 事 とい うの は,必 ず しも年 月 をか ければ良 い

とい う もの では ない。1年 で も2年 で も,5年 で も10年 で も,魂 を注 いで,全 魂 で

や った こ とは,永 遠 に残 る とい うこ とが わか ります。そ うい う気 が して な りませ ん。
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15年 間に彼がやった ことが,今 日の近代国家,近 代社会を形成す る基盤になったと

いって も過言ではないのです。

2.女 性観

ナ ポ レオ ンの数 々の業績 を考 えてみ ます と,い か に もナポ レオ ンとい う人 は男 の

中の男 だ とい うこ とを実 感 します。現 実 に フラ ンス の民法典 では,男 女 平等 は謳 っ

てお りませ ん。200年 前 です か らや む を えない点 が あ るのか も しれ ませ ん。 だが そ

れ に して も,簡 単 にい って,男 性 が 女性 を守 り,女 性 は男性 に従 う とい う考 え方 が

非 常 に強い のが ナポ レオ ン法典 なのです。 こうい う意 味で は,ナ ポ レオ ンの作 った

社 会の仕 組 みは,近 代 的 な男女平 等 とい うよ りも,男 中心 の社 会 だ った とい う印象

は免れ ませ ん。

ところが男性 中心 とい うイメー ジのす るナポ レオ ンも,一 歩下 が って,実 生活 と

い う点 か らみ ます と,非 常 に強 く女性 の影響 を受 けてお ります。彼 は,母 親 ,妻 に

頭 があが らないの です。 また,ナ ポ レオ ンとい う人 は,女 性 に対 しては,大 変 に優

しい面が あ りま した。女性 をい じめ る とか,女 性 を弾圧 す る とか,女 性 を無下 にす

る とか い うこ とはないの です。何 分 に も今 と時代 が違 い ます か ら,法 的 には,ま た

物 の考 え方で は,若 干,女 性 は男性 に付 き従 う もの だ とい う面 はあ ります 。 ただ実

質 的 な力 とい う面か らい い ます と,ナ ポ レオ ンを形成 し,動 か し,ま た彼 が一 番気

を配っ てい たの は,実 は女性 なのです 。

そ こで,今 申 し上 げ た こ とを,ナ ポ レオ ンの言 葉 か ら紹介 してみ たい と思 い ます。

彼 は,母 親 につ い て,何 回 も繰 り返 しい ってお ります 。

「私 の幸 運 は,そ して私 の為 し得 た全 て は,母 のお 陰であ る」

「偉 人 をつ くる もの,そ れ はひ とえに,母 であ る」。

「子 どもの 立派 な行 為 で あれ,あ る いは 良 くな い行為 で あれ,そ の全 面 的 な責 任

は,母 親 にあ る」 と。

また ナポ レオ ンは,妻 につい て も,分 析 して い ます。後 に彼 が セ ン ト ・ヘ レナ島

に流 され た と きに,自 分の 一一生 を振 り返 ります。 そ して,な んで一介 の,コ ル シカ

島 とい う地 中海 に浮か ぶ,小 さな島 の貧 乏貴族 か ら,自 分 が 身 を起 こ し,皇 帝 に ま

で なる こ とがで きた のであ ろ うか 。彼 は 自己分析 を します 。 そ して,6つ 理 由 をあ

げ るのです 。一番 目に,父 親 が早 くに亡 くなった こと。 その ため に 自立心 が備 わっ

た。二番 目に,フ ラ ンス革命 が起 きた こと。 その ため に新 しい時代 の うね りに飛 び

込 むこ とが で きた。 三番 目に,自 分 の家 が金持 ちで も名家 で もなか った こ と。 その

ため に革 命 の犠 牲 に な らなか った。 四番 目に,ジ ョゼ フ ィーヌ と結婚 した こと。 こ

れ を強調 してい るのです 。五番 目に,兄 弟 が多 か った こ と。 六番 目に,外 国出身 で

あ るこ と。 コル シカ島 はナポ レオ ンが生 まれ る前 の年 まで は,イ タ リアの ジェ ノバ

共和 国 の島 だった んです。 彼が生 まれ る一年 前 に,ジ ェノバ 共和 国か らフラ ンス に

売 り渡 され ま した。 こ う した こ とか ら,彼 は外 国 出身 であ った と考 えて い ま した。

そ のため 旧い しきた りに と らわれ るこ とな く,フ ラ ンス に新 しい社 会,新 しい国家
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を作 るこ とが で きた とい って いる のです。

いず れ にせ よナ ポ レオ ンは,自 分 が なぜ 皇帝 になれた のか とい うこ とを分析 して,

以上 の ような理 由 を挙 げ てお りま した。そ の なかで も,特 に ジ ョゼ フ ィー ヌに関 し

ては,途 中で離 婚 を して しまい ます けれ ども,最 後の最 後 まで彼女 を慕 って お りま

した。彼 は次 の よ うに言 ってお ります。

「私 は ジ ョゼ フ ィー ヌ を深 く愛 して いた と思 う。 私 は彼 女 とと もに 自分 の地位 を

築 いて きた。彼 女 は私が選 ん だ本 当の女性 だ」 と。

この ように,ナ ポ レオ ンの伝記,回 顧 録 を見 ます と,彼 は母親 レテ ィチ ア と最初

の妻 ジ ョゼ フ ィーヌ につ いて多 く書 いてい るのです 。実 に,こ う考 えてみ ます と,

あの英雄 ナ ポ レオ ンを作 った のは,二 人 の女性 にあ った とい って も過言 で はない と

い う気 が い た します 。

3.母 レテ ィチ ア

そ こで 「母」 レテ ィチ アの ことか ら話 して い きたい と思 い ます 。

母 レテ ィチ アは,1749年,コ ル シ カ島で生 まれ ま した。14歳 で結婚 します 。相 手

は シ ャル ル ・ヴ ォナパ ルテ。18歳 の ピサ大 学 を出 た弁 護i士,下 級 貴族 です。 ヴォナ

とい うの は 「良い」,パ ルテ とい うの は 「側」 とい う意 味です 。す なわ ち,「 ヴ ォナ

パ ルテ」 とい う言 葉 に は,「 善 良 な側 」,「正 しい派 につ く者 」 とい うよ うな意味 が

あ ります。ところが,お 父 さん は1785年 に39歳 で病死 して しまい ます 。したが って,

残 された子 ど もたち は レテ ィチ アの手 に よって育 て られ るの です 。

ちなみ に,レ テ ィチ ア とは,日 本 語 で 「喜 び」,「歓 喜」,あ るいは 「夜 明 けの光」

とい う意味 です。 夫 に若 くして死 なれ て しまった ですが,彼 女 は大変 に気 丈 な,芯

の しっか り した女性 で した。 コル シカ島 きっての美 人で あ った と もいわ れてお りま

す。彼 女 は多 くの コル シカの女性 と同 じよ うに,だ いた い13,14,15歳 くらい で結

婚 します。 したが って,い わゆ る学問 的な力 で はそれ ほ ど レベ ル は高 くあ りませ ん

で した。 しか し,持 って生 まれ た本質 的 な頭 の良 さ,知 性 とい う点 で は大 変 に優 れ

た ものが あ った よ うです。 しか も彼 女 は男勝 りの偉 丈夫 といって もよか った。特 に

コル シカは,イ タ リアか ら独 立 し,フ ラ ンスか らも独 立 しょう とす るの です。 若 き

レテ ィチ ア も,夫 たち と独 立運動 に,女 性 の身 であ りなが ら,参 加 す るのです 。妊

娠 して い る時 も,彼 女 はロバ に またが って,行 進 し続 け る。 そ して,ど ん な ことが

あって も,コ ル シカの独 立の ため,も し必 要 な らば私 は最後 の一 人 にな って も戦 い

ます,と レテ ィチ ア はい うの です。 まさに崇高 な革命 の理念 に生 き抜 いた女性 で あ

った と,い え ま しょう。

レテ ィチ アは,子 ど もの躾 に 関 して は大 変 に厳 しか った。 ナ ポ レオ ンは,後 に,

自分 の教 育 の大半 は母 か ら受 けた,と 述懐 してお ります けれ ども,彼 女 の教 育の本

質 は どこ にあ ったか。 そ れ は,「 嘘 をつ い て はい けない」,「人 に迷惑 をか けて はい

け ない」 とか とい う簡 潔 な点 にあ りま した。

あ る時,ナ ポ レオ ンの祖母 が足 が不 自由で,ナ ポ レオ ン少年 はその祖母 の後 か ら,
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祖 母の 歩 き方 を真似 を して妹 と歩 きま した。 そ の姿 を見 た レテ ィチ ア は彼 を捉 え,

「いつ か らそ ん な卑怯 者 に なった」 とい って厳 し く誠 め たのです 。

また あ る晩,ナ ポ レオ ンは土砂 降 りの雨 の なか を,行 っ た り来 た り歩 いてお りま

した。 レテ ィチ アが,「 早 く家 の なか に入 りな さい」 とい って も,彼 はい うこ とを

聞 かず に雨 の なか を歩 き続 け ま した。 や っ と家 のなか に入 って きた時 には,も う全

身ず ぶぬ れです 。滴が 部屋 の なか に滴 り落 ちる ほ どで した。 ナポ レオ ンは レテ ィチ

アにい い ます。 「ごめ んね 。僕 は兵 隊 に な りたい んです 。兵 隊 に なる には,ど ん な

酷 い天気 に も耐 える必 要が あ ります。 だか ら僕 は,雨 に打 た れ る ことで,ど んな天

気 に も慣 れてお きたか っ たんです」 と。

す る と レテ ィチ ア は,「 で も兵隊 にな りたい ん だ った ら,命 令 は聞か な きゃだめ

だ よ」 といい返 します 。彼女 は毅然 として いたの です。

そ して,ナ ポ レオ ンが偉 くなった時 です。彼 も気 取 る点 が あ るわけです。 何 か に

つ けて 自分 の行動 を美化 して,え ら く見 せ よ う とす るのです。彼 が あ る時 ,「 余 は,

古代 ギ リシアの英 雄 が画 か れ た絨 毯 の上 に産 み落 と された」,と 胸 を張 って い い ま

した。 それ を聞 い た レテ ィチ アは,「 何 をい ってい るんです」,「そ ん なの は作 り話

です」,「第一・,コ ル シ カ島の私の家 には絨 毯 な んかあ りませ んで した よ」 と否 定 し

ます 。彼 女 は どこまで も,「 真 実 であ る」 こ とを子 どもた ち に教 え,植 え付 け たの

です。

やが て ナポ レオ ンは,ブ リエ ンヌの幼 年学校 か らパ リの陸軍士 官学校 に進 み,そ

こを卒 業 して憧 れの軍 に入 ります。 しか し,そ れ は まだ革命 が起 こる前 で した。 当

時 のフ ラ ンスの 軍隊 は,ほ とん どが貴族 の子 どもた ち,い わ ゆる上流 階級 の子弟 で

しめ られ てい ま した。 その 中でナ ポ レオ ンは,ま った く地 方 出の,下 級 ・貧 乏貴 族

の子 どもで した。 しか も,陸 軍士官 学校 時代 の成績 はそ ん なに良 くあ りませ ん。背

も低 く,貧 弱 で した。 まった くうだつ のあが らない一軍 人だ ったの です。友 だ ちか

らのイ ジメ に もあい ます 。 さすが の彼 も弱 音 を吐 きます。彼 はパ リの軍隊 に身 を置

きなが ら も,何 か につ けて故郷 コル シカの こ とに思 い を馳せ ます 。 コル シカの独 立

の こ とだ け を考 えて い ま した。彼 は しょっち ゅう コル シカ島 に里 帰 りします 。何 か

あ る とす ぐ母 親 の も とに帰 って しまう。 そ して,自 分の軍 隊生活 で のみ じめ さな ど

弱 音 を吐 くのです 。 そ の時,レ テ ィチ アは優 し く激 励 す る。 「不 運 に負 け ない こ と

が,立 派で 高貴 な こ となん だ よ。不 運 はか えって幸福 となる。 お まえは これ を信 じ

るか い。 お前 を追放 す る命 令 も,や が て は輝 か しい栄誉 の証 言 になる よ」,と い っ

て彼 を励 ます の です 。

レテ ィチ アの ナポ レオ ンを躾 てい く言葉 の数 々の なかで,ま た彼 女の 行動 の うえ

で,一 点 い え るこ とは,彼 女 は決 して愚痴 をこぼ さない。愚痴 め いた こ とは一切 い

わ ない,と い うこ とです。 ま して誰 か を恨 ん だ り,卑 下 した り,自 分 自身 を 自暴 自

棄 に追 い込 んだ りしない のです。 常 に毅 然 と してい ま した。 こう した母親 の姿勢 に

ナポ レオ ンは大 変 に強い影響 を受 け るのです 。

母 レテ ィチ ア は,自 分 の夫の みな らずナ ポ レオ ンに も,人 生 の時 々 にお いて大 き

な影響 を与 えま した。 まず 夫 シャル ル ・ヴ ォナパ ルテが コル シ カ島 の独 立運 動 を戦
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ってい る と きに,コ ル シ カ島 は フラ ンスか ら も独 立 で きない,い っそ の こ とイギ リ

スに亡命 しようか と思 い ます。独 立運 動の指 導者 でパ ス カル ・パ オ リ とい う人がそ

う判 断す るの です 。 とこ ろが,そ の話 を聞 い た レテ ィチ アは,「 そ れ は い けな い。

イギ リス に亡命 したか ら とい って,コ ル シ カ島の独 立が 保証 され るわ けで は ない。

あ くまで もコル シカ島 に留 まって,フ ラ ンス と交 渉 して,コ ル シ カ島 の立場 を独 立

した もの に してい くの です」 と,夫 に説得す るのです。 もしこの時,レ テ ィチ アが

夫 を説得 しなけれ ば,一 家 はイギ リス に行 っ ていたか も しれ ませ ん。 イギ リス人 に

なって いた可 能性 が あ るのです 。そ う した ら,英 雄 ナポ レオ ンは生 まれ なか ったか

もしれ ませ ん。ボ ナパ ル ト家 の運命 を大 き く変 え る判 断 を した のは,レ テ ィチ アで

あった とい え ま しょう。

また,ナ ポ レオ ン自身の運命 も レテ ィチ アの助 言 で変 わ ります 。彼 は軍隊 の なか

で一 生懸 命仕事 を して い ま したけれ ど も,な か なか認 めて も らえ ませ ん。 当時,フ

ランス の軍 隊 は,な ん とい って も陸軍 が 中心 で した。海 軍 は あ ま り強 くなか った。

そ こで ナポ レオ ンは,ど っ ちみち 陸軍 にいて もうだつ があが らない な ら,自 分 は コ

ル シカ島 とい う島で育 ったん だ し,海 の ほ うが 自分 には 向い てい るん じゃな いか。

陸軍 で はな く海軍 に行 こ うか と思 うの です 。彼 は レテ ィチ ア に相談 します 。 「お母

さん,私 は陸軍で は な く海軍へ 行 く。海軍 の軍 人 となっ て戦 い たい」 と。す る とレ

テ ィチ ア は断固 として それ に反 対 します。 「それ はい けない,海 軍 はだ めです」 と。

ナポ レオ ンは,な ぜ 母 親 がそ ん な に反対 す るのか わか らない。 「お母 さん,な ぜ い

け ない んです か」 と聞 くと,「 海 軍 で海 だ った ら何 かあ っ た ら逃 げ られ ない」 と答

え ま した。この時 も,も しレテ ィチ アが ナ ポ レオ ンが海軍 にい くこ とに賛 成 した ら,

彼 が砲兵 隊 の隊長 とな り,イ タ リア遠征軍 の指揮 官 となって,そ の頭 角 を現 わ して

い くとい う ことは,ま ず なか った と思 い ます。

この よ うに レテ ィチ アは,ボ ナパ ル ト家 の命 運 を決め る とい う重大 な判 断 を下す

と きも,ま たナ ポ レオ ンが 陸軍か海 軍か,ど っ ちの道 を選 ぶか とい うと きに も,非

常 に大 きな影 響 を与 えてい たのです 。

また,レ テ ィチ ア は,ナ ポ レオ ンが どん どん出世 して い くと周 りの人か らいろい

ろ とほめ た た え られ ます 。 「お 宅 の息 子 は素 晴 ら しい,ナ ポ レオ ンは素 晴 ら しい」

と。 と ころが,彼 女 は,そ うい うよ うな殿 誉褒 既 には流 されず,「 いつ まで こ うい

うこ とが続 くんで しょうか ね」,「こん な ことは決 して長 く続 くもので はあ りませ ん」

と,平 然 と してい ま した。 レテ ィチ アの脳 裏 の なか には,幼 い子 どもを背負 いなが

ら,コ ル シカ島の独 立 運動 に身 を挺 し,ま た貧 しい家計 を支 え るため に一 生懸命働

いて きた。そ の思い 出 しか あ りませ ん。そ こか ら,真 剣 に,懸 命 に生 きてい くとこ

ろに人 間の価値 が ある,と の信念 が彼 女 にはそ なわ ってい たのです 。彼女 には,皇

帝 の戴冠 式 とか,自 分の息 子が 皇帝 に なった とか,そ の よ うなこ とは嬉 しい ことで

も何 で もなか った のです 。 こんな栄誉 はいつか は崩 れる に違 い ない と思 ってい ま し

た。 そ のた め彼 女 は,何 か困 った こ とが あ った ら大変 だ とい う ことで,生 活 は質素

に,皇 帝 の母 と して もらうお金 も貯 金 し,慎 ま しい生活 を送 ってい ま した。

ナ ポ レオ ンは皇帝 にな る と,自 分 の兄弟姉 妹 た ち をい ろん な国の国王 や王 妃 に据
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え た りします 。 そ うい う姿 を見 て レテ ィチア は,冷 た くい い放 ち ます。 「あ なた方

は 自分 た ちが何 をや ってい るのかわ か ってい るのです か。世 の 中はいつ まで も同 じ

ように続 くもので はあ りませ ん。 もしあ なたが たが私 を頼 りにこの胸 に飛 び込 ん で

くるよ うなこ とが あれ ば,そ の時 にはあ なたが た も私 が今 や っ てい るこ とに感 謝す

るで しょう」 と。 こ うい って レテ ィチ アはお金 を貯 め,何 か あ った ときに子 ど もた

ちのため に使 お う と,慎 ま しい生 活 をお くるので す。

レテ ィチ アの こ うした態 度 は,後 に非常 に大 きな結 果 となっ て現 れ ます。 ナポ レ

オ ンが後年,戦 争で敗 れ てエ ルバ 島に流 され ます 。皇 帝の地位 も追 われ ます。 そ の

時 に レテ ィチ ア は 自分 の蓄 えてあ った1300万 フ ラ ン,こ れ をナ ポ レオ ンに差 し出 し

ます。 日本 円 で約65億 です 。 ナ ポ レオ ンは この 資金 を も とに,再 び挙 兵 した の で

す。

彼 は,パ リで態 勢 を立 て直 し,い よい よワー テル ローの戦 い に臨み ます,そ こで

イギ リス軍 や オース トリア軍,そ して プロ シアの軍隊 と衝 突 す るのです 。最終 的 に

は,ウ ェ リ ン トン将 軍率 い るイギ リス軍 にナポ レオ ンは負 けて しまい ます。 そ して

皇帝 と しての退位 が決 ま り,大 西 洋上 の セ ン ト ・ヘ レナ島 に流 され ます 。 い よい よ

フ ランス を去 る時,ナ ポ レオ ンは長 ら く妻 ジ ョゼ フ ィーヌ と住 んでい たマル ・メゾ

ンとい う館 を後 に します。 その 時,レ テ ィチ アは これがナ ポ レオ ン との永 遠 の別 れ

になるか も しれ ない と考 え,喪 服 を着 て彼 を見送 りま した。

ナポ レオ ンと母 レテ ィチ ア との関係 を考 え ます と,両 者 の関係 が誠 に深 か った と

い うこ とが わか ります。 ナポ レオ ンは セ ン ト ・ヘ レナ 島で も,「 私 の考 えで は,あ

る子 ど もの将来 の立派 な行為 にせ よ,あ るい は邪 な行為 にせ よ,そ れ は全 面 的 に母

親 に よる」 と述べ てい ます 。 また,「 母 は私 の幼少 時代 か ら厳 しい愛情 を注 ぎ,偉

大 な こ としか考 えない よ うに気 を配 って くれた。 も し私 が幸運 に恵 まれ てい た とす

るな らば,そ して私が 世 の中 に役 に立 つ よ うな ことを した とす るな らば,そ れ はす

べ て母 が その原則 的 な こ とを しっか り教 えて くれ たか らだ」 と も綴 って い ます 。

ナポ レオ ンの母 レテ ィチ ア は,ナ ポ レオ ンが死 ん だ後 も,15年 長 く生 きて,1836

年,86歳 で な くな りま した。 彼女 は晩年,次 の ように回想 してい ます。

「み ん なが この私 を世界 一幸 福 な母 親 とい って ま したけ れ ど,私 の人 生 は不安 と

苦 しみの連続 で した。 郵便 が着 くた びに,私 はいつ も,戦 場 での ナポ レオ ンの死 が

告 げ られ てい るので はない か と恐 れ てい ま した」 と。

レテ ィチ ア は,あ くまで も謙虚 に,自 分 の人生 とい うの は決 して世界 一幸福 な母

親 とい うよ うな もの で は ない。いつ も不 安 と苦 しみ の連続 だ った。手 紙 が来 るたび

に 「皇帝 ナポ レオ ンが 戦死 した」とい う報 告が 来 るの では ない か。そ うい う恐 れば

っか りだ った と,述 べ て い るの です 。しか し,レ テ ィチ アは最後 まで毅 然 と生 き抜

いてい ま した。ナポ レオ ンが セ ン ト ・ヘ レナ島 に流 され た後 も,「自分 の全財 産 をセ

ン ト ・ヘ レナ島 のナ ポ レオ ンの所 に送 るん だ」とい い放 ち ま した。周 りの人 が,「そ

ん なこ とを した ら,あ なたの生 活 が 困 ります よ」と,心 配 しま した。そ の時彼 女 は,

「か まう もんです か。何 もな くなった ら,『 私 はナポ レオ ンの 母 です。 この母 にお恵

み を』 とい って歩 きます よ」 とい って,子 ど もへ の深 い愛情 を示 した のです。
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セ ン ト ・ヘ レナ島 に流 された ナポ レオ ンに対 して は,イ ギ リス をは じめ,当 時彼

に よって敗 れ た国 々が一 斉 に批 判 し,悪 口 を書 き,「 コル シカの食 人鬼」 とい うよ

うな風 評 を流 しま した。 ナポ レオ ンを中傷 す る小 冊 子や宣伝 が 出 回る なか で も,彼

女 は平 然 と して,「 私 は私 です」,「ナポ レオ ンの母です」,こ うい って毅 然 と して生

き抜 きま した。 ナポ レオ ンが最後 まで頼 りに して いたの は母親 であ った,と いって

も過言 で はあ りませ ん。彼 は権 力 の絶頂期 にあ った ときも,心 静か に耳 を傾 けたの

は母親 の意 見 であ り,ま た,や や もす ると行 き過 ぎる点が あ った ナポ レオ ンを誠 め

た の もレテ ィチ ア で した。 ナポ レオ ンは次 の よ うにい った こ とが あ ります 。 「母 に

は正 しい判 断力が備 わって い る。 したが って,王 国 を一つ 統治 す る こと も可能 であ

ったであ ろ う」 と。

文 豪 ス タンダー ル は,レ テ ィチ アの こ とを大変 に尊 敬 しま して,「 レテ ィチ ア ・

ボナパ ル ト夫人 の生涯 ほ ど,偽 善 に染 ま らない,そ して私 の考 える ところ,高 貴 な

生涯 とい うものは ないので は ないか」 と,賛 嘆い た しま した。 この ように母 レテ ィ

チ アな くして ナポ レオ ンの存 在 は,あ る意味 で はなか ったの では ないか とい って も

過言 で はない と思 い ます。

4.妻 ジ ョ ゼ フ ィ ー ヌ

つ ぎに 「妻」 の存在 へ と移 ってい きたい と思 い ます。

ナポ レオ ンの妻 ジ ョゼ フ ィー ヌ も また,彼 が冴 え ない,何 の変哲 もない軍 人か ら

第一統 領 に な り,皇 帝 にな り,そ して ヨー ロ ッパ全 土 を治め てい く,そ の上昇気 運

の なか にあ った時 に彼 を支 えま した。

彼女 は1763年,カ リブ海 のマ ルチ ニ ック島 とい う島で生 まれ ま した。1763年 生 ま

れ とい い ます と,彼 女 はナポ レオ ンよ りも6歳 年 上です 。彼女 は1779年,16歳 の時

に フラ ンス に渡 ります。 彼女 もナ ポ レオ ンと同 じように島 の貧乏 貴族 の娘 で した。

それが親戚 を頼 ってパ リに来 て,20歳 の ときに子 爵 ア レクサ ン ドル ・ボー アネル と

い う貴族 と結婚 します 。 そ して ウー ジェニー とい う息子 とオル タンス とい う娘 を も

うけ ます 。 フ ラ ンス に 来て か らは,彼 女 は上 流 貴 族 の夫 人 と して,「 社 交 界 の華 」

とい われ る くらい の華や か な生活 を送 ってお りま した。

ところが,ジ ョゼ フ ィー ヌに も大 きな転機 が訪 れ ます 。 それ は フラ ンス革 命で し

た。革命 が勃発 したため,国 工 や貴 族 の生 活 は一変 して しまい ま した。彼 女 の夫 ボ

ー アネル も
,1794年 に逮捕 され,ギ ロチ ンで首 を刎 ね られ て しまい ます 。 ジ ョゼ フ

ィー ヌ も,も うあ と数 日後 に処 刑 され る ところ,「 テ ル ミ ドー ルの反 動」 とい う反

革命が起 こ り,釈 放 され るこ とにな りました。 間一髪 の ところで彼 女 は助 か ったの

です。

しか し,彼 女 は夫 を失 って,二 人の子 ど もを抱 え る未亡 人 にな ります。 その彼 女

が1795年,ナ ポ レオ ン と出会 うの です 。 そ して,彼 の求 愛 を受 けて結 婚 す る ので

す。

因み に,こ れ まで 「ジ ョゼ フィーヌ」 とか 「ナポ レオ ン」 とか い って きま したが,

28



高村忠成 ナポレオンの母と妻一時代を作る女性のカー

実 はこの名前 は二 人が 出会 って結婚 す る まで はそれ ぞれ違 っ てお りました。 ど うい

うこ とか と申 します と,「 ジ ョゼ フ ィー ヌ」 とい うの は 「マ リー ・ジ ョセ ブ ・ロー

ズ」 とい うのが本 名 です。友 だ ちや社 交界 で は 「ロー ズ夫人」 と呼 ばれ てい ま した。

ところが ナポ レオ ンには面 白い癖 が あ り,自 分 の好 きに なった女性 を
,自 分好 みの

名前 に して しま う とい う習慣 が あ りま した。彼 は,「 ロ.__.ズ夫 人」 に対 して も自分

の好 きな名 前 に変 えて しまい ます 。す なわ ち 「マ リー ・ジ ョゼ フ ・ロー ズ」 であ っ

た名前 を 「ジ ョゼ フ」 を強調 して 「ジ ョゼ フ ィー ヌ」 と変 えた わけです。 またナポ

レオ ン自身 も,ジ ョゼ フ ィー ヌ と結 婚す るまで は,「 ナポ レオー ネ ・ヴ ォナパ ルテ」

とい うイ タリア式 の名前 で名乗 ってい ま した。 ところが ナポ レオ ンは ジ ョゼ フ ィー

ヌ とい うフ ラ ンスの元貴 族,上 流 階級 に顔 の広 い,自 らが名 前 をつ けた彼女 と結 婚

す るこ とに よって,自 分 も本 当の フ ラ ンス人 にな ろ う と決 意 します。 そ して,名 前

を 「ナ ポ レオ ン ・ボナパ ル ト」 とフ ラ ンス風 に呼ぶ ように しま した。す なわち ジ ョ

ゼ フィーヌ とナポ レオ ンとい うこの二 人 は,そ れぞ れ結婚 を契機 に 「ジ ョゼ フィ,___

ヌ」,「ナポ レオ ン」 とい う名前 に変 えた のです。

ナポ レオ ンとジ ョゼ フ ィー ヌは,元 々 身分 も立場 も全 く違 い ます 。 ジ ョゼ フィー

ヌは社 交界,貴 族社 会 きっての花形 の婦 人 であ りま した。そ れ に対 してナポ レオ ン

は,軍 服 も似 合 わ なけれ ば見 栄 え も良 くない,身 体 も小 さい ,冴 え ない,青 白い顔

を してい る,そ うい う全 くうだつ のあが らない存 在 で した。 ジ ョゼ フィーヌ とナポ

レオ ンは出会 った時の こ とを比較 します と,全 く共 通点が 無 い よ うで した。 ところ

が,よ く調べ て み ます と,二 人 には不 思議 な共通 点 があ るのです 。す なわ ち,フ ラ

ンス革命 が なか った な らば この二人 は巡 り会 うこ とは なか った だ ろ うし,ま た,そ

の出生 にお いて は共 に下級 貴族 の子 ど もであ った。しか もナ ポ レオ ンは コル シカ島
,

ジ ョゼ フィーヌ はマ ルチ ニ ック島 とい う,両 方 と も島の 出身で あ した。 コル シカ島

はナポ レオ ンが 生 まれ る1年 前 に イ タリア領 か らフラ ンス領 にな りま した。 マ ルチ

ニ ック島 とい う島 も,ジ ョゼ フ ィー ヌが生 まれ る9日 前 にイギ リス領か らフ ランス

領 にな った ばか りで した。 一歩 間違 えれ ば,コ ル シカ島は イ タリア,マ ルチ ニ ック

島 はイギ リスの もの とい うこ とで,二 人が 出会 うこ とはなか った と思 うのです。 と

ころが 運命 の糸が 二人 をめ ぐりあわせ るかの ように,2つ の 島は ともに外 国の領 土

か らフ ラ ンス領 にな ったの です。 ち なみ に,ジ ョゼ フィーヌ は子 どもの 頃に,マ ル

チニ ック島 のあ る女 占い 師か ら,「 お まえ は将来,王 妃以 上 の存在 に なる」 と予 言

された とい われて い ます。

一見 す る と
,立 場 も身分 も違 うよ うに見 え る二 人です が,し か し,そ の淵源 を辿

ってみ る と案外 共通点 が あ る。で は,こ の二人 は ど うや って出会 った ので しょうか。

出会 い はユ795年10月 の こ とで した。 革命 で倒 され た王党派 は再 び勢力 を立 て直 そ う

と,い わゆ る 「ヴ ァンデ ミールの 反乱 」 を起 こ します 。 この反 乱 は失敗 します が
,

革 命政府 は,王 党 派が残 ってい る ことに危惧 を抱 き,武 器 を全部 没収 して しまい ま

す。 そ の なか で ジ ョゼ フ ィー ヌの夫 の形見 の刀 も没収 され て しまい ます 。 ジ ョゼ フ

ィーヌ と子 どもたちは,亡 き夫あ るい はお父 さんの形 見の 品 を大 変 に恋 しが ります。

なん とか形 見 の刀 だけ は返 して も らえない だろ うか と親子 は嘆 くのです。 その よう
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な時,誰 か の口利 きで,ジ ョゼ フ ィー ヌの子 どもであ る男 の子,す なわ ち ウー ジ ェ

ニーが ナ ポ レオ ンを訪 ねて きます。 そ して亡 くなったお父 さんの形見 の 品 をなん と

か返 して も らえない だ ろ うか とナ ポ レオ ンに頼 み ます。 ナ ポ レオ ンは 「わか った」

とい って,形 見 の刀 を と り戻 して あ げ ます。 交渉 してか え して もらえる ように段 取

りをつ けてあ げたの です。 これ に対 して ジ ョゼ フ ィー ヌは大変 に喜 び ま して,ナ ポ

レオ ンの家 にわ ざわ ざ御 礼 に来 ます。

ところが,彼 女 が最 初 にナ ポ レオ ンに会 った とき,そ の 身 な りが あ ま りに もみす

ぼ らし く,軍 服 が似合 わず,し か も冴 えない顔 を してい るので,最 初 はそ の家 の給

仕 か なにか と間違 えた らしい のです。 「ナ ポ レオ ンにお会 い したい」 といっ た時 に,

「私が ナポ レオ ンです 」 と彼 は答 え,二 人 は初 めて 出会 うの です ・ したが って,ジ

ョゼ フ ィー ヌ はナ ポ レオ ンに会 って も何 と も思 わ ない。何 も感 じないのです ・痩せ

た小 男 で面 白い話 を して くれる わけで もない。か とい って財産 が あ るわ けで もない 。

ジ ョゼ フ ィー ヌは,た だお礼 だ け をい い ま した。

ところが,ナ ポ レオ ンはジ ョゼ フ ィー ヌ を見 た時 に,「 一 目惚 れ」 しま した。 物

腰,雰 囲気,優 しさ。 あ らゆ る点 か ら彼 は一 目惚 れ を して しまったのです 。 そ して

ナ ポ レオ ンとジ ョゼ フ ィーヌの付 き合 いが始 ま りま した。

因み に,ジ ョゼ フ ィー ヌ はそ れ ほ ど,美 人で は なか った とい われて お ります 。 た

だ,明 る く温 か な人柄,ま た その振舞 いが非 常 に優 雅 で した。 しか も大 変 に愛 想が

良 い。声 が 美 しい。 さ らにナ ポ レオ ンは,「 ジ ョゼ フィー ヌ とい る と心 の安 ら ぎを

覚 える」 とい って お ります。彼 女 は学問が あ る とか,知 性 が優 れて い る とか,そ う

い う ような面 で はない。 なん と もい えない,自 然 に人の心 を掴 んで しま う,ま た捉

え所 の無 い無 邪気 な 中に も,愛 想 が良 い,し か もそば にい る と安心 で きる,そ うい

う雰 囲気 が あ り,そ れ らが ナポ レオ ンを包 んで しまったのです ・

か くして ナ ポ レオ ンは,い っぺ ん にジ ョゼ フ ィーヌ に熱 をあ げて しまい ま して,

やが て求婚 します。 しか し,彼 女 はナポ レオ ンに対 して は最初 は別 に何 も感 じなか

ったの です。彼 は 「是 非 とも結婚 を」 と迫 ります 。す る とジ ョゼ フィー ヌ も,最 初

は結 婚 しよ うとい う意志 は なか ったんです けれ ど も,だ んだ ん彼 の熱 意 に押 され て

い きます 。 この頃 の心理状 態 をジ ョゼ フ ィー ヌは手紙 に書 い てい ます 。 「(友だ ち に

対 して)あ なた は私 が ナポ レオ ンに対 して どう思 ってい るか お尋 ねで す けれ ど も,

私が お答 えす るに は,私 はナポ レオ ンの こ とを好 きで も嫌 い で もあ りませ ん。 ち ょ

う どぬ る ま湯 に浸 か って いる よ うな状 態です 。 ただ ナポ レオ ンが誠 実で あ る とい う

こ と,そ れか ら非常 に情熱 的で あ る とい うこ と,こ こに私 は心 を動 か され ます」と。

好 きで も嫌い で もない,ぬ るま湯 に浸 か ってい る状 態 で ある。 ただ敢 えて良 い とこ

ろをい うな らば,彼 が誠 実で あ る,大 変情 熱 的で ある,こ こに私 が心 を惹か れ る点

が少 しあ ります,と 彼女 は答 えて い るのです。

そ して,こ う した ジ ョゼ フ ィ0ヌ に もだ んだん と打算 が働 いて い きます 。私 もも

う32歳 だ し,二 人の子 ど ももい る。生活 も苦 しい。いつ まで この ような生 活が続 く

ん だろ うか。 あ ま りうだつ のあが らない軍人 だ け ど も,こ こ らで手 を打 って もい い

か な,と い う計算 が彼 女 に働 くのです 。そ して二 人 は結 婚 します 。
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結 婚の と きのエ ピソー ドです。役 場 に二人 は結婚 届 け を出 します が,ジ ョゼ フィ

ー ヌ は32歳 で した
。 しか し彼 女 は4歳 年 下 にサバ を読 み ます。28歳 にす るん です。

ナ ポ レオ ンは26歳 で した。彼 は2歳 年上 にサバ を読 み ます 。す な わち28歳 。二 人が

役場 に届 けた結婚届 で は,と もに28歳 で した。

もう一つ のエ ピソー ドです 。ナ ポ レオ ン とジ ョゼ フィー ヌが結 婚す る とい うこ と

を知 った母 レテ ィチ アは,い わ ゆる コル シカ島の伝 統 と気風 の なか で生 きて きた女

性 です か ら,「 な に,32歳 。6歳 も年 上 の,し か も未 亡人 。 とんで もな い」 とい っ

て,こ の結婚 に大反対 します。 で もナ ポ レオ ンは反対 され る とい うこ とが わか って

い ま したか ら,母 レテ ィチ アには この結婚 を知 らせ ませ ん で した。知 らせ ないで結

婚 の届 け を出す 。 自分 の友 人 だけ を呼 ん で結 婚式 を挙 げて しま う。 後 に母 レテ ィチ

アは結 婚 の報告 を聞 いて激 怒 しま した。

この よ うに結 婚の ときには ゴ タゴ タが あ りま した。 で もナ ポ レオ ンは ジ ョゼ フィ

ー ヌ と結婚 して満足 で した
。ところが ジ ョゼ フ ィー ヌの方 は,い わ ゆる 「ぬ る ま湯」

の よ うな状態 で結 婚 しま したか ら,結 婚 した後 もナポ レオ ンに対 して,最 初 は別 に

そん な に深 い愛情 を注 が なか ったのです 。 しか も,結 婚式 の2日 後 か らナポ レオ ン

は イ タリア遠征 軍 の総 司令官 になって イ タ リア遠征 に行 って しまい ますか ら
,新 婚

早 々,二 人 の生活 は離 れ離 れで した。 ナポ レオ ンはイ タ リァ に向か う途 中か ら,ま

たイ タ リアの地か ら,そ れ こそ毎 日の ようにジ ョゼ フィーヌ に手 紙 を出 します。

「私 の幸 福 は君 が幸 福 で あ る とい う こ とだ。 私 の喜 び は君が 陽気 であ る とい うこ

とだ。私 の楽 しみ は君が 楽 しみ を持 って い る とい う ことだ。 これ以上 の献 身 と情熱

と愛情 とを もって愛 され た女 はかつ てい なか った」

「私 の命 で あ る妻 よ。 ど う して私 が寂 び しが らず にい られ ようか。君 か らの 手紙

は来 ない。 私 は君 の手 紙 を4日 お きに しか受 け取 らないの だ。君 が私 を愛 してお く

れ だった ら,日 に二度 は手紙 を書 い て くれ たで あろ うに」。

こ うい う感 じで,ナ ポ レオ ンの妻 ジ ョゼ フ ィー ヌ に対 す る手紙 とい う もの は
,

烈 々た る もので した。 ところが ジ ョゼ フィー ヌ は手 紙 を書 くどころか浮気 をす るの

です。ナ ポ レオ ンが居 な い間 に若 い貴族 の男 を相手 に飛 び回 って い るの です。た だ,

彼 女が ナポ レオ ンに手紙 を1通 も書 か なか った とい う理 由 は,一 説 に よる と,ナ ポ

レオ ンの字が あ ま りに も汚 いので,読 むのが面倒 臭 さか った とい われてい ます。 と

もあれ,ナ ポ レオ ンの ジ ョゼ フィーヌ に対 す る愛 は非 常 に深 い ものが あ りま した。

ところが,年 表 を追 って見 てい ただ くとわか るん ですが,ナ ポ レオ ンは ジ ョゼ フ

ィーヌ と結 婚 してか ら どん どん道 が拓 け てい きます。まるで運命 が変 わ った ように,

イタ リア遠征 軍 の総司令 官 に な り,イ タリアでの戦 争 も連 戦連勝 なんです 。 したが

っ て周 りの兵 士 たち は,ナ ポ レオ ンが ジ ョゼ フ ィーヌ を熱 烈 に愛 してい る こ とを知

っ てい ますか ら,「 ジ ョゼ フ ィー ヌ こそ勝 利 の マ ドンナ ,聖 母 であ る」 とい っ て彼

女 をた た え ま した。 じつ に,ジ ョゼ フィーヌ は 「幸運 の女神」 で した。

ところが,そ れ ほ ど熱 を上 げたナ ポ レオ ンは,ジ ョゼ フ ィー ヌが どうも浮気 して

い る ら しい,と い う話 が兄 とか弟 か らの報告 に よっ て入 っ て くるに した が って
,だ

ん だん とその熱 が さめて い きます 。か つて ほ ど,「 ジ ョゼ フ ィー ヌ」 「ジ ョゼ フ ィー
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ヌ」 といわ な くなってい くのです 。 ところが逆 に,ジ ョゼ フ ィー ヌの方 は,ど うも

自分 が結婚 した男 はただ者 で はない ようだ と感 じるよ うに な ります。 今度 は彼女 の

方が ナ ポ レオ ンに対 して尊敬 の念 を高めて い くのです。

な んだか こ うい うと,ジ ョゼ フィーヌが男性 の運 命 を押 し上 げ る よ うな,神 秘 的

な力 を持 っていた とい う,気 が します が,そ うで はないの です。実 は彼女 の持 って

いる力が,ナ ポ レオ ンが権 力 の頂 点 に達す るに したが って,発 揮 され る よ うに なっ

てい くのです 。 といい ますの は,彼 女 は心優 しい,温 か さ,包 容力 を もってい ま し

た。 また革命 前 は貴 族 の上流社 会 のあ らゆ る ところにそ の勢 力 を延 ば して いた女性

です。 一方 ナポ レオ ンは,貴 族 社会 を知 らない,上 流社 会 に無知 な,貴 族 のマ ナー

や上流社 会 の態度 ・振 る舞 いが わか らない青年 で した。 ところがナ ポ レオ ンの立場

が どん どん上が ってい くにつ れて,上 流社 会 の しきた りを知 る こ とが必 要 に なって

くる。 その 時,ジ ョゼ フ ィーヌ の力 が大 き く発 揮 され るので す。上 流社 会 の 人脈,

そ こでの振 舞 いが役 に立つ のです。 ナポ レオ ンには想像す ら尽 か ない こ とをジ ョゼ

フ ィー ヌは無難 に こな してい くのです。 したが って,単 に ジ ョゼ フ ィー ヌが運 が良

い,運 を もた らす女性 で あ る とい う ような神秘 的 な側面 だ けで はな く,か つ て彼 女

が貴 族 ・上流社 会で幅 を利 かせ てい た,そ の頃 の,華 やか な フ ァース ト ・レデ ィ と

しての経験 が,今 度 はナ ポ レオ ンの妻 になって か らも,生 きて きたの です。 こう し

た ジ ョゼ フ ィーヌ の力 に よって,ナ ポ レオ ンは上 流社会 におい て もそ の力 を発 揮す

る こ とがで きるよ うにな った とい われて い るの です。

ナ ポ レオ ンの女性 観 につ いて は,先 ほ どもち ょっ と触 れ ま したが,な ん とい って

も母 レテ ィチ アか ら受 けた イメー ジが非常 に強 い。す なわち,女 性 は子 どもが多 い

方が良 い,女 性 は家 庭 を しっか り守 るべ きで あ る,女 性 が 政治 とか公務 とか,そ う

い う公 の場 にはで ない方 が よい,と い うよ うな ものです。 現代 の観点 か らい うとや

や古 いか も しれ ませ ん。 ただ し,ナ ポ レオ ンは,女 性 に対 して は優 し く,独 立 した

人 間 と しての人格 は,認 めてい ま した。

彼 は後 に,セ ン ト ・ヘ レナ 島で女性 につ いて語 ってい ます 。す なわ ち,「 私 は女

性 と充分 に対話 で きなか った こ とを後悔 してい る。女性 か らは,男 た ちが敢 えて私

に語 ろ うと しない多 くの こ とを学ぶ こ とが で きる。女性 には全 く特 別 な独 立性 が あ

るのだ」 と。女 性 か ら学 ぶべ き もの は非常 に多 い とい うわけです 。

ナ ポ レオ ン とジ ョゼ フ ィーヌの結 婚生活 は14年 間続 きま した。 この期 間,ナ ポ レ

オ ンは,そ の運命 を一気 に切 り開 くよ うに,社 会 におい て も,世 界 にお いて も,大

きく自分 を伸 ば して い きます。 しが って,当 初 ナポ レオ ンは ジ ョゼ フィー ヌを大 変

大事 に しま したが,そ の権力 の絶 頂期 に差 しかか る と,ど うして も気 が か りな こ と

が あ りま した。それ は,ジ ョゼ フィー ヌ との 問に子 どもがで きない とい うこ とで し

た。最初 彼 は,彼 女 との問 に子 ど もが生 まれ ないの は 自分 の責任 であ る と思 って い

ました。とい うのは,ジ ョゼ フィー ヌに は子 どもが いた か らです・ところがあ る時・

転 機が お とず れ ます 。1807年 ですが,ナ ポ レオ ンが ロシアか ら圧 迫 され てい たポー

ラン ドを助 け る。 その と きポー ラ ン ドの貴族 の婦 人 と知 り合 い になるの です・ ワ レ

フス カ とい うポー ラ ン ドの女性 なんで す けれ ど も,そ の女性 と一夜 を伴 に した こ と
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に よ り,彼 女 との 間に子 ど もが で きるの です 。 そ こで ナポ レオ ンは,自 分 で も子 ど

もが で きるん だ とい うこ とが分 か って,一 気 に 自分 の本 当 の子 ど もが 欲 し くな る。

嫡子 を望 むの です。 その ため,1809年,ナ ポ レオ ンは ジ ョゼ フィー ヌ との離婚 を決

意 しま して,そ の こ とを彼 女 に告 げ ます。

ナポ レオ ンか ら離 婚 を告 げ られ た ジ ョゼ フィーヌ は,あ ま りの シ ョックに床 に崩

れ落 ちた といわれ てお ります。彼 は ジ ョゼ フ ィー ヌに離婚 の理 由 を きち っ と話 して,

別 れ るのです。

あ くまで世継 ぎであ る子 どもが欲 しい ため に離 婚す るの であ って,ジ ョゼ フィー

ヌが憎 くて離婚 す るわ けで はない,と 説 明 します 。 そのた め,ナ ポ レオ ンは ジ ョゼ

フィー ヌの生活 に対 しては最大 の配慮 を します。 また ジ ョゼ フ ィー ヌの こ とを 「永

遠 にわた るフ ラ ンス皇后」 と名乗 って良 い と許可 します。 マル ・メ ゾ ンの館 と今 ロ

の フラ ンス大統 領 の官 邸 に なって い るエ リーゼ宮 殿 を彼 女 に与 え,年 額300万 フ ラ

ンのお金 を保証 します。 日本 円で約15億 です。 この ような最 大 の配慮 を してナ ポ レ

オ ンは ジ ョゼ フ ィ0ヌ と離婚 します 。そ して オース トリア皇 帝 の娘,マ リア ・ルイ

ーズ を新 しい王妃 と して迎 え,彼 女 との問 に待望 の男 の子 を もうけ ます 。 ナポ レオ

ンはそ の子 に 「ローマ王 」 と名付 けて,大 事 に育て ます。一 方,マ ル ・メゾ ンの館

に ひ きこ もった ジ ョゼ フィーヌ はナポ レオ ンとの思 い出 を大 事 に します 。机 の上 に

はナ ポ レオ ンが 開いた本 をその ま まに し,ナ ポ レオ ンの地 図 には彼が記 した印 を残

しま した。 ナポ レオ ンの脱 いだ服 も脱 いだ ま まに し,ナ ポ レオ ンが居 た の と全 く同

じ状 況 にマ ル ・メゾ ンの館 を残 した といわれ てい ます。後世 そ の部屋 を見 た人 たち

は,今 で もナポ レオ ンが 生 きて いるの で はないか とい う感想 を懐 い たほ どです。 ジ

ョゼ フ ィーヌ はナポ レオ ンとの思 い 出をいつ まで も大 事 に したのです 。

一方
,ジ ョゼ フィー ヌ を離 婚 して しまったナポ レオ ンに対 して兵 隊た ちは大変残

念 が ります 。 兵 隊 た ち は優 しい ジ ョゼ フ ィーヌ の こ とを 「年 寄 り」 「お ば あ さん」

とい って,い つ まで も偲 び ます。 「皇帝 は年 寄 りか ら離 れ るべ きで は ない」,「皇 帝

はジ ョゼ フ ィー ヌか ら別れ るべ きで はない」,「彼 女 は皇帝 に幸 運 を運 んで くれた し,

我 々に も戦 運 を もた ら して くれ た。 ナポ レオ ンは ジ ョゼ フィーヌ を離 別すべ きでは

なか った」 とい うので す。

ともあ れ,ナ ポ レオ ンは新 しい妻マ リア ・ル イーズ との問 に うまれた ローマ王 を

非常 に大事 に します。 ジ ョゼ フ ィー ヌはナ ポ レオ ンとマ リア ・ル イーズ との 間に子

ど もが生 まれ た ことを聞 いて,大 変喜 び,会 うこ とを希望 します。その願 い は叶 い,

1812年,ジ ョゼ フィー ヌが亡 くなる2年 前 にナポ レオ ンの子 ども,ロ ーマ 王 と彼女

は面会 します。 その時,彼 女 はローマ王 の顔 を じっ と見 なが ら涙 を流 して いい ま し

た。

「可愛 い坊 や,私 が あ なた の ため に どん な犠牲 を払 ったか,い つか あ なた に も分

か る 日が来 るで し ょう」 と。

不思 議 な こ とに,ジ ョゼ フ ィー ヌ と別 れて後 の ナポ レオ ンの運 命 とい うのは,急

落の一・途 を辿 ります。戦 争 に敗 れ,エ ルバ島 に流 され,最 後 はセ ン ト ・ヘ レナ 島で

客死す るの です。
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その後歴 史 は興 味深 い展 開 を します 。ナ ポ レオ ンの子 ど もローマ王 は,21歳 で肺

炎で 亡 くな って しまい ます。 ジ ョゼ フ ィー ヌ と離婚 して まで もうけた彼 の子 は21歳

で世 を去 って しまうのです。 ジ ョゼ フ ィー ヌ も1814年,ナ ポ レオ ンが エ ルバ 島に流

され た後,肺 炎 が もとで51歳 の生 涯 を閉 じます。ナ ポ レオ ンも51歳 で亡 くな ります。

ところが ジ ョゼ フィーヌ には二人 の子 どもが い ま した。 ウー ジェニー とオル タンス

です。 この ジ ョゼ フ ィー ヌの娘,貴 族 の前 夫 との 間の娘 オル タンス は,後 にナポ レ

オ ンの弟 ルイ と結 婚す るの です。 そ して二人 の間 に子 どもが生 まれ ます。 これ がル

イ ・ナポ レオ ン ・ボ ナパ ル トとい って,後 に フラ ンスの皇 帝 とな り,第 二帝 政 を開

きます 。 じつ にジ ョゼ フ ィーヌの孫 が フ ラ ンスの皇 帝 とな りナポ レオ ン王朝 の再建

に尽す の です。 しか も,ナ ポ レオ ン三世 の外務 大 臣 と して活躍 す るのが ナポ レオ ン

とあ のポ ー ラ ン ドの ワ レフス カ夫人 との問 に生 まれた子 ども,ナ ポ レオ ンの実子 で

す。実 にナポ レオ ンの家系 といい ます か,そ の流 れ には興 味深 い ものが あ ります 。

なお,ナ ポ レオ ン とマ リア ・ル イー ズ との 間 に生 まれ た子 供 ローマ 王 は,21歳 で

亡 くなる まで はす くす くと育 ち ま した。聡 明 な青年 と して成長 して いた のです。 オ

0ス トリア政 府 は彼 を絶 対 に フラ ンス に戻 す な
,オ0ス トリアの管轄 下 に入 れ てお

くと した のです。 ロ0マ 王 は,図 書館 でナポ レオ ン関係 の史料 を読み漁 り,自 分 の

父親が どうい う人 であ った のか,ど の ような活 躍 を した のか を調 べ ます 。 そ してあ

る時次 の よ うに述べ ます 。

「も しジ ョゼ フ ィー ヌが 私の母 親 だ っ た ら,父 がセ ン ト ・ヘ レナ 島で埋 葬 され る

ことはなか ったで あ ろ う。また,こ の私 が ウ ィー ンに来 る こ ともなか ったで あろ う。

私 の母親 マ リア ・ル イーズ は善 良 だが弱 い女性 だ。彼 女 は私 の父 に相応 しい妻で は

なか った」 と。

実 にナ ポ レオ ンが権 力 の絶頂期 に まで一気 に這 い上 が ってい く,そ の背後 には ジ

ョゼ フ ィ._._ヌの なん ともい えない力 が働 いて いた とい えます。 ジ ョゼ フ ィー ヌは,

1814年5月,肺 炎 のた め にマ ル ・メ ゾ ンの宮 殿 で亡 くな ります。彼 女が 死ぬ 間際 に

残 した言 葉 は,「 ボナパ ル ト,エ ルバ 島,そ して ローマ王 」 だ った,と いわ れて い

ます。彼 女 の夢 は,ナ ポ レオ ン と一緒 に動物 園 を開 きた い,そ こで子 ど もた ちを喜

ば してあ げたい,と い うこ とで した。彼女 は最 後 まで夢 見 て,ナ ポ レオ ンとと もに

その生涯 を歩 む こ とを理想 として いた といわ れてお ります 。

一方 ナ ポ レオ ンの最後 の言葉
,す なわちセ ン ト ・ヘ レナ島で彼 が亡 くなる時 に残

した言葉 は,「 フラ ンス,先 頭,軍 隊」 そ して 「ジ ョゼ フィーヌ」 で した。

実 にナ ポ レオ ンの人生 はジ ョゼ フィーヌ との結婚 と ともにそ の栄光 の道が 開か れ

ま した。 こ う考 え ます と,男 性 の人 生 に とって女性 の存在 が いか に大 きな もの であ

るか,と い うこ とが わか ります 。 ナポ レオ ンとジ ョゼ フ ィー ヌ は結婚 した時か ら二

人の 道 は大 き く開け,そ の人生 は栄 光 の道 を歩 む こ とにな りま した。 そ して,二 人

が別 れて か らは,共 にその力 を失 って いっ た とい うこ とが い え るの で はないか と思

うの です。
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5.結 語

希 代 の英雄 といわれ たナ ポ レオ ン。 その ナポ レオ ンの人 生 を形成 して きた背後 に

は母 レテ ィチ ア と妻 ジ ョゼ フ ィー ヌの力 が大 き く働 い てい ま した。 その こ とをナポ

レオ ン自身 の言葉 に よって裏付 けなが ら紹介 して まい りま した。 じつ に,時 代 を作

るの は,あ る意味 で は女性 の力 とい えま しょう。

※本稿は,平 成15年8月23日(土),創 価大学池田記念講堂で開催 された,夏 期大学講座で

の講演です。
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